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2012.5.1
職　種

Job Classifi cation
区　　分　Division

役　員　　Directors 教授
Professors

准教授
Associate 
Professors

講師
Lecturers

助教
Assistant

Professors

助手
Instructors

計
Sub 
Total

附属学校教員
Teachers of 

Special School

事務系職員
Administration Offi cers

合計
Total学長

President
理事・副学長
Vice President

監事
Auditor

現　　　　　　　　員
Number of Regular Staff 1 4＊1 2＊2 132 98 1 1 239 83 131 453

役　　　　　　　員
Number of Present Staff 1 4＊1 2＊2 7 7

人間発達文化学類
Faculty of Human Development and Culture 52 22 74 74

行 政 政 策 学 類
Faculty of Administration and Social Sciences 24 20 1 1 46 46

経 済 経 営 学 類
Faculty of Economics and Business Administration 27 26 53 53

共生システム理工学類
Faculty of Symbiotic Systems Science 24 26 50 50

附　属　図　書　館
University Library 0

保健管理センター
Healthcare Center 1 1 2 2

地域創造支援センター
Center for Regional Affairs 1 1 1

総合情報処理センター
Information Network Center 1 1 1

総合教育研究センター
Center for Research and Development of Education 4 1 5 5

うつくしまふくしま未来支援センター
Fukushima Future Center for Regional Revitalization 0

国際交流センター
International Center 0

附　属　幼　稚　園
Kindergarten 4 4

附　属　小　学　校
Elementary School 30 30

附　属　中　学　校
Junior High School 22 22

附属特別支援学校
Special Needs Education School 27 27

事　　　務　　　局
Administration Bureau 131＊3 131

＊１　うち１名は非常勤理事　　　　＊２　監事は非常勤　　　　＊３　各部局等に配置される職員を含む

役職員数
NUMBER OF  FACULTY AND STAFF
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学群・学類　UNDERGRADUATES 2012.5.1

区　分
Classifi cation

学群・
学類・学部
Cluster・Faculty

課程及び学科
Course or Department

Annual Quota 
forNew Applicants

入
学
定
員

S
tandard 

S
tudent

収
容
定
員

現　　　　　員　Present Number of Students

１年
1st year

２年
2nd year

３年
3rd year

４年
4th year

合　計
Total

人文社会学群
Cluster of Human and Social Sciences

765
30

3,060
60

447
371

436
376

399
448

506
452

1,788
1,647 3,435

人間発達文化学類
Faculty of Human Development and Culture

270
⑩

1,080
⑳

124
165

97
185

112
191

116
206

449
747 1,196

行政政策学類
Faculty of Administration and Social Sciences

210
⑩

840
⑳

120
105

137
93

110
118

149
114

516
430 946

経済経営学類
Faculty of Economics and Business Administration

225
⑩

900
⑳

175
69

159
77

147
101

190
99

671
346 1,017

夜間主コース（現代教養コース）
Course of Liberal Arts for Modern Society 60 240 28

32
43
21

30
38

51
33

152
124 276

理　　工　　学　　群
Cluster of Science and Technology 180 720 146

37
148
37

151
32

181
53

626
159 785

共生システム理工学類
Faculty of Symbiotic Systems Science 180 720 146

37
148
37

151
32

181
53

626
159 785

合　　　　　　計
Total

945
30

3,780
60

593
408

584
413

550
480

687
505

2,414
1,806 4,220

※　平成16.10全学再編により，教育学部・行政社会学部・経済学部を人文社会学群（人間発達文化学類・行政政策学類・経済経営学類）に改組，理工学群（共生シ
ステム理工学類）を新設（平成17. ４学生受入）。

※　○は３年次編入学生定員で外数（人文社会学群：平成19. ４～）。
※　平成24年度から教育学部・行政社会学部・経済学部は在籍している学生がいない為、廃止。
※　黒文字は男子，赤文字は女子。

大学院（修士課程・博士課程）　GRADUATE SCHOOLS 2012.5.1

研　究　科　名
Graduate School

専　　攻　　名
Majors

課　程　名
Course

入学定員
Annual Quota for
New Applicants

収容定員
Standard Student

Capacity

現　　員
Present Number

of Students

人間発達文化研究科
Human Development and Culture

教職教育専攻
Teacher Development

修士課程
Master 11 22 12

14
地域文化創造専攻
Creation of Regional Culture

修士課程
Master 20 40 17

22
学校臨床心理専攻
School and Clinical Psychology

修士課程
Master 9 18 8

21
地域政策科学研究科
Public Policy and Regional Administration

地域政策科学専攻
Public Policy and Region Administration

修士課程
Master 20 40 25

19

経済学研究科
Economics

経済学専攻
Economics

修士課程
Master 12 24 17

6
経営学専攻
Business Administration

修士課程
Master 10 20 18

9

共生システム理工学研究科
Symbiotic Systems Science and Technology

共生システム理工学専攻
Symbiotic Systems Science and Technology

修士課程
Master

2
0

博士前期課程
Master 60 120 95

9
博士後期課程
Doctor 6 18 21

6
合　　　　　　　　計

Total 148 302 215
106

※　教育学研究科は、平成24年度から在籍している学生がいないため、廃止。
※　黒文字は男子，赤文字は女子。

学生の定員及び現員
NUMBER OF STUDENTS
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人
間
発
達
文
化
学
類
と
は

Overview of the Faculty

人
間
の
成
長
に
た
ず
さ
わ
る
専
門
家

次
世
代
を
創
造
す
る

「
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
」を
養
成
す
る

　

人
間
発
達
文
化
学
類
で
は
、
社

会
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
で
き
る
人

間
の
成
長
に
た
ず
さ
わ
る
専
門
家
を

養
成
し
ま
す
。「
人
間
の
成
長
に
た

ず
さ
わ
る
専
門
家
」
と
は
、
学
校
や

保
育
園
で
、
あ
る
い
は
自
治
体
や
企

業
の
中
で
教
育
の
知
見
を
活
か
し
て

活
躍
す
る
人
た
ち
の
こ
と
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
は
人
文
科
学
や
社
会
科

学
、
数
理
科
学
の
専
門
的
視
点
か

ら
、
人
間
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
知
識
や
技
術
、
価
値
観
を
身
に
つ

け
て
い
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
教
員
免

許
状
も
ほ
ぼ
教
育
学
部
と
同
じ
よ

う
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
学
類
に
は
、
発
達
の
筋
道
を

学
び
自
立
を
助
け
る
「
人
間
発
達

専
攻
」、
世
界
の
し
く
み
を
学
び
現

代
的
課
題
に
挑
む
「
文
化
探
究
専

攻
」、
身
体
や
感
性
の
鍛
練
を
通
し

て
文
化
の
創
造
を
め
ざ
す
「
ス
ポ
ー

ツ
・
芸
術
創
造
専
攻
」
の
3
つ
の
専

攻
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
教
員
に
な

り
た
い
人
も
、
専
門
分
野
で
研
究
し

た
い
人
も
、一
人
ひ
と
り
の
学
び
を

実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

人
間
発
達
文
化
学
類
は
、
学
生
一
人
ひ

と
り
の
主
体
的
な
学
び
を
重
視
し
、
興

味
・
関
心
や
進
路
に
沿
っ
て
柔
軟
に
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
立
て
る
教
育
体
系
を

と
っ
て
い
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成

は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
教
員

が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
高
校
で
い

う
と
こ
ろ
の
学
級
担
任
（
ク
ラ
ス
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）
が
生
活
や
学
習
の
相
談
に
の
っ

て
く
れ
ま
す
。

　

学
習
に
あ
た
っ
て
は
、
大
学
４
年
間
の

学
び
を
見
越
し
た
学
習
目
標
を
設
定
し
、

学
習
の
履
歴
を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
記
録

し
て
い
く
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
学
び
と

こ
れ
か
ら
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
き

ま
す
。
自
ら
の
学
び
を
振
り
返
る
こ
と
が

実
践
力
の
強
化
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。

 

●
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴

１
年

２
年

３
年

４
年

学
年 目　標 カリキュラム・クラス 指導体制

・大学に慣れる
・学生間の関係を作る
・進路を考える
・大学での学びを
　デザインする

・クラスの中で
　基礎を作る
・試行錯誤する
・クラスでの学びを
　積み重ねる
・専門化していく

・クラスでの学びを
　もとに実践する
・自分の研究テーマを
　探る
・研究テーマを決定し、
　基礎研究を行う

・研究の深化
・進路のための活動
・研究のまとめ
・大学での学びの総括
・就職の準備

学
習
ク
ラ
ス

（
研
究
の
方
向
性
が

近
い
学
生
が
集
ま
り
、

学
び
合
い
ま
す
）

オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

ク
ラ
ス

（
各
専
攻
ご
と
に

混
合
ク
ラ
ス
で
学
び
、

視
野
を
広
げ
ま
す
）

学
群
・
学
類
共
通
科
目

（
学
群
・
学
類
の
基
礎
を
学
び
ま
す
）

専
攻
共
通
科
目

（
各
専
攻
の
基
礎
を
学
び
ま
す
）

卒
業
研
究
科
目

（
選
択
し
た
テ
ー
マ
を
追
求
し
、
論
文
等
に
ま
と
め
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
）

専
攻
専
門
科
目

（
各
専
攻
の
専
門
内
容
を
学
び
ま
す
）

自
由
選
択
科
目

（
興
味
や
関
心
に
応
じ
て
選
択
し
、

学
び
を
広
げ
ま
す
）

教
職
科
目
・
個
性
形
成
科
目

（
一
人
ひ
と
り
の
進
路
実
現
・
専
門
深
化
・
学
際
的
な
学
び
に
対
応
し
ま
す 

）

卒
業
研
究
指
導
教
員

（
ゼ
ミ
形
式
の
卒
業
研
究
の
指
導
）

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
の
ア
ド
バ
イ
ス
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ク
ラ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
教
養
演
習
の
指
導
、

　 学
習
・
生
活
ア
ド
バ
イ
ス
）

学
習
ク
ラ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
基
礎
演
習
の
指
導
、
学
習
・
生
活
ア
ド
バ
イ
ス
）

教員免許状
●幼稚園教諭一種免許状　●小学校教諭一種免許状　
●中学校教諭一種免許状
　（国語 /社会 /数学 /音楽 /美術 /保健体育 /家庭 /英語）
●高等学校教諭一種免許状
　（国語 /地理歴史 /公民 /数学 /音楽 /美術 /保健体育 /家庭 /英語）
●特別支援学校教諭一種免許状※B
その他
●社会教育主事※1　●保育士※3　●日本語教員※4
●（財）日本体育協会公認スポーツ指導者※5　●社会福祉主事（任用資格）※6

注釈についてはP61をご参照ください

取得できる資格

■カリキュラムとサポート体制

人
間
の
成
長
に
た
ず
さ
わ
る
専
門
家

次
世
代
を
創
造
す
る

「
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
」を
養
成
す
る
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●
講
義
の
特
徴

　

人
間
発
達
文
化
学
類
の
授
業
は
、
机
上

の
講
義
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
グ
ル
ー

プ
で
調
査
し
た
り
、
研
究
成
果
を
発
表

し
た
り
、
地
域
で
実
践
し
た
り
す
る
機
会

が
と
て
も
豊
富
で
す
。
中
で
も
、
学
生
の

教
員
実
践
力
を
伸
ば
す
た
め
に
全
学
年
に

「
実
践
実
習
科
目
」
と
い
う
科
目
群
を
置

　

私
の
専
門
は
調
理
科
学
で
す
。
い
わ
ゆ
る
「
お
い
し
さ
の

科
学
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
料
理
の
コツ
を
科
学
的
に
解

明
し
て
い
く
研
究
を
行
って
い
ま
す
。
そ
の
他
、
伝
統
的
加

工
法
を
用
い
て
新
た
な
食
品
開
発
を
行
う
取
り
組
み
や
子

ど
も
た
ち
への
食
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
小
学
生
向

け
の
食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
行
って
い
ま
す
が
、
大
学
で
は
初
め

て
自
炊
す
る
と
い
う
人
も
多
い
の
で
、
学
生
向
け
に
料
理
教

室
を
開
催
し
た
り
、
包
丁
を
上
手
に
使
え
る
方
法
を
ゼ
ミ

生
と
一
緒
に
研
究
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　
「
食
べ
る
」
と
い
う
の
は
毎
日
、
し
か
も
一
生
続
く
行
為

で
す
。
福
島
は
食
品
中
の
放
射
性
物
質
の
問
題
が
あ
り
ま

す
が
、
私
は
添
加
物
や
環
境
ホ
ル
モ
ン
な
ど
と
同
じ
安
全
性

の
問
題
の
一
つ
と
し
て
、
リ
ス
ク
分
散
し
て
い
け
ば
良
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち

に
は
、
栄
養
や
安
全
性
、

健
康
な
ど
、
様
々
な
視
点

か
ら
食
に
対
す
る
バ
ラ
ン

ス
感
覚
を
養
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
そ
し
て
将
来
、

ど
ん
な
食
生
活
を
送
り
た

い
か
明
確
な
ヴ
ィ
ジ
ョン
を

持
っ
て
「
お
い
し
く
楽
し

く
食
べ
る
」
人
に
育
っ
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

き
、「
自
然
体
験
実
習
」「
地
域
教
育
実
践
」

「
臨
床
教
育
実
践
」
の
ほ
か
「
海
外
特
別

演
習
」「
教
育
実
習
」
な
ど
と
い
っ
た
現

地
で
学
ぶ
機
会
を
た
く
さ
ん
設
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
実
習
を
通
し
て
、
現
場
に

即
し
た
問
題
意
識
や
知
識
、
実
践
力
を
身

に
つ
け
ま
す
。

自然体験実習（１年次）
　「自然体験実習」は、入学間もない 1年生、
約80名が実践チームを作り、夏休みに実施す
る2泊3日の小中学生との交流事業「自然体験
学校」の企画を作り実践するユニークな授業で
す。教育活動を作っていくことの難しさやすばら
しさ、子ども理解の基礎を形成できる授業です。

地域教育実践（2・3年次）
　「地域教育実践」は、地域の中で子どもと触
れ合うことを通して、教師・地域教育実践者と
しての実践的な力量を身につけることを目的と
しています。公民館を中心とした学童保育の
サポートや福島市子どもの夢を育む施設「こ
むこむ」でのワークショップ、地域の特別支援
サークルでの活動などのグループに分かれて
実習を行います。

臨床教育実践（3・4年次）　
　「臨床教育実践」は、福島市内の公立学校で、
特別な教育ニーズのある子どもたちの学校で
のサポートを行う授業です。授業の中で個別
指導が必要な子どもたちや、保健室登校・リ
ソースルームで過ごす子どもたちの学習や生
活の支援を行い、学校教員に必要な多様な子
どもたちの理解や指導を実践的に学んでいき
ます。

「おいしさの科学」を通して
食生活へのヴィジョンを持つ人材を育てる

研 究
紹 介

食物学 
中村 恵子教授
東京都出身
お茶の水女子大学人間文化研究科単位取得退学
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行
政
政
策
学
類
と
は

Overview of the Faculty

　

1
9
8
7
年
に
創
設
さ
れ
た
「
行
政

社
会
学
部
」
を
前
身
と
し
て
2
0
0
5

年
度
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
、
全
国
で
唯

一
の
名
前
を
持
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
学
類
で
す
。

1
9
9
3
年
に
は
大
学
院
（
地
域
政
策
科

学
研
究
科
）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
の
時
代
・
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
新
し
い
地
域
づ
く
り
に
関
心
を
持
ち
、

地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る

学
生
を
求
め
て
お
り
、
法
学
・
政
治
学
・

行
政
学
・
社
会
学
・
文
化
諸
科
学
な
ど
を

通
じ
て
学
際
的
な
教
育
と
研
究
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
の
課
題
を
発
見

し
解
決
す
る
た
め
の
、
抽
象
的
お
よ
び
具

体
的
な
能
力
を
も
っ
た
多
様
な
担
い
手
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
裁
判
員
制

度
、権
利
擁
護
、地
方
分
権
、ま
ち
づ
く
り
、

社
会
福
祉
、環
境
、情
報
、マ
ス
コ
ミ
、ジ
ェ

ン
ダ
ー
、
社
会
教
育
、
異
文
化
理
解
な
ど
、

今
日
的
な
テ
ー
マ
が
豊
富
に
扱
わ
れ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
実
習
・
実
務
体
験
や
現

地
調
査
な
ど
を
重
視
し
た
科
目
も
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

現
実
の
社
会
問
題
は
複
雑
で
、
一
つ
の

学
問
分
野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
解

決
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
行
政
政
策

学
類
で
は
多
様
な
授
業
科
目
を
学
際
的
に

学
び
な
が
ら
、
地
域
社
会
に
生
じ
て
い
る

現
代
的
諸
課
題
に
多
面
的
に
取
り
組
む
能

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
さ

ら
に
演
習
と
実
習
科
目
な
ど
に
よ
っ
て
、

地
域
社
会
の
問
題
を
地
域
の
人
々
と
触
れ

合
い
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
学
習
の
進
展
に
応
じ
て

主
体
的
な
学
習
態
度
を
獲
得
で
き
る
よ
う
、

４
年
一
貫
の
少
人
数
教
育
を
重
視
し
て
い

る
ほ
か
、
入
学
し
て
か
ら
１
年
後
（
２
年

進
級
時
）に「
専
攻
」を
選
択
す
る
こ
と
で
、

多
様
な
科
目
か
ら
幅
広
い
素
養
を
学
び
な

が
ら
、
同
時
に
各
自
が
求
め
る
専
門
性
が

身
に
つ
く
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

 

●
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴

１
年

２
年

３
年

４
年

学
年 カリキュラム・クラス サポート体制

卒
業
研
究

教養演習

（
学
習
の
集
大
成
と
し
て

論
文
形
式
で
成
果
を

ま
と
め
ま
す
）

演
習
Ⅲ・Ⅳ

（
3
年
次
の
演
習
を

継
続
し
て
学
び
ま
す
）

演
習
Ⅰ・Ⅱ

（
2
年
次
に
選
択
し
た
専
攻
に

合
わ
せ
て
学
び
ま
す
）

専
攻
入
門
科
目

Ⅰ・Ⅱ

（
演
習・実
習
形
式
で

学
び
ま
す
）

学類における
1年次の必修科目です

助
言
教
員（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
教
員
）

（
大
学
生
活
や
学
習
な
ど
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
）

1
年
次

　
教
養
演
習
の
担
当
者
が
担
当
し
ま
す

2
年
次

　
専
攻
入
門
科
目
の
担
当
者
が
担
当
し
ま
す

３
・
4
年
次

　
演
習
の
担
当
者
が
担
当
し
ま
す

学
群
共
通
科
目・学
類
共
通
基
礎
科
目

（
専
門
領
域
へ
の
導
入
的・基
礎
的
教
育
を
行
い
ま
す
）

学
類
選
択
必
修
科
目

（
各
分
野
に
お
け
る
基
礎
的・基
幹
的
な

専
門
領
域
を
学
び
ま
す
）

専
攻
選
択
必
修
科
目

（
専
攻
ご
と
に
履
修
区
分
を
指
定
し
て
学
び
ま
す
）

自
由
選
択
領
域
科
目

（
希
望
す
る
専
攻
分
野
に
応
じ
て
学
び
ま
す
）

●中学校教諭一種免許状（社会）
●高等学校教諭一種免許状（地理歴史・公民）
●社会教育主事（基礎資格）※１　●学芸員※２
●社会福祉主事（任用資格）※３
※１／必要単位を修得し、卒業後１年以上、社会教育主事補としての職に従事することが必要です。
※２／「博物館に関する科目の単位」を修得することが必要です。
※３／必要単位を修得し、卒業後、地方公務員として任用され、福祉事務所等の部署に配属され
　　　る必要があります。

取得できる資格

■専門領域におけるカリキュラムとサポート体制

地
域
社
会
の
諸
問
題
に
つ
い
て

広
く
学
際
的
な
観
点
か
ら
学
び

そ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

担
い
手
を
育
成
す
る

260



 

●
講
義
の
特
徴

　

行
政
政
策
学
類
で
は
、
地
域
社
会
の
諸

問
題
を
能
動
的
に
解
決
す
る
能
力
を
養

う
た
め
に
、
実
習
・
実
務
体
験
・
現
地
調
査

な
ど
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
実
習
科
目
と

し
て
は
、
社
会
教
育
、
社
会
福
祉
、
地
域

政
策
の
研
究
課
題
と
、
考
古
学
、
古
文
書

学
、
博
物
館
学
の
実
習
が
開
講
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
専
門
演
習
」や「
専
攻
入

　

中
学
・
高
校
の
「
日
本

史
」
で
は
、
日
本
列
島

全
体
に
関
わ
る
よ
う
な
出

来
事
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま

す
。
列
島
内
の
地
域
も
、

そ
う
し
た
歴
史
の
も
と
に

あ
る
の
で
す
が
、そ
の
一
方

で
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
歴
史

も
持
っ
て
い
ま
す
。
あ
た

り
ま
え
で
す
が
、
す
べ
て

の
地
域
が
全
く
同
じ
経
験

を
重
ね
て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。「
地
域
史
」

と
い
う
過
去
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
日
本
列
島
全
体
を

ひ
と
つ
の
歴
史
で
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
個
性
や

主
体
性
を
重
視
し
て
歴
史
を
描
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

授
業
で
は
、
明
治
時
代
に
行
わ
れ
た
東
北
開
発
政
策
と

地
域
に
つい
て
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
福
島
県
内
で
は
、
安

積
疏
水
事
業
が
国
家
プ
ロ
ジェク
ト
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
地
域
側
の
視
点
か
ら
見
直
し
て
み
る
と
、
こ
の
時
代
の

国
と
地
域
の
関
係
や
地
域
の
主
張
が
見
え
て
き
て
、
新
た

な
発
見
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
郡
山
を
中

心
に
研
究
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
学
生
と
一
緒
に
県

内
を
歩
き
回
って
研
究
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

門
科
目
」な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
を

深
く
探
求
す
る
た
め
に
、
現
地
に
足
を
運

ん
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
他
に
も
、
授
業
を
企
画
す
る

学
生
や
教
員
の
自
主
性
を
重
視
す
る「
ア

ク
テ
ィ
ブ
科
目
」と
し
て
、学
生
企
画
科
目
、

学
際
科
目
、
海
外
・
国
内
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
な
ど
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

地域政策課題研究
　地域社会の現実に向き合って政策提案までを体験する実
習です。地域課題や政策形成に関する文献・資料等を通じ
た学習から始まり、研究テーマと対象地域を定めての社会
調査、報告書や発表会まで、学生が企画を立てて進めて
いきます。地域社会で様々な人たちに接することから、大
学での学びがより豊かになる実習です。

社会福祉課題研究　
　障がい者や高齢者、子どもといった、社会福祉の対象と
なる福祉の実態を理解するとともに、地域における福祉課
題を探求する授業です。具体的には、車いすやアイマスク
を利用しての地域踏査、各グループによる福祉課題につい
ての調査研究、さらには一週間の高齢者介護施設での実
習など、実践的に福祉の現状を学びます。

学生企画科目
　学生自ら課題を設定し、学内・学外の活動（国内限定）で、
自主的な学習活動、実践活動を行うものです。履修年次
は2年生以上で、様々な条件をクリアすれば、単位（2単位）
が認定されます。報告書作成や講習会などの形で他の学
生に対して学びの成果を還元することや、合同報告会での
報告などが義務付けられています。

身近な地域の歴史を学ぶことで
地域の個性や時代の特徴が見えてくる

研 究
紹 介

地域史
（日本近代史、特に近代日本形成期の地域振興に関する研究） 

徳竹　剛准教授
長野県出身　
東北大学大学院文学研究科博士課程修了

261



教員免許状
●高等学校教諭一種免許状（公民 /商業）

 

経
済
経
営
学
類
と
は

Overview of the Faculty

　

旧
制
福
島
高
等
商
業
学
校
以
来
、
長
い
歴
史
と
伝

統
を
持
つ
経
済
学
部
を
引
き
継
ぐ
経
済
経
営
学
類
で

は
、
変
動
す
る
世
界
と
日
本
の
経
済
・
社
会
の
し
く
み

と
現
状
を
把
握
し
、
経
済
問
題
の
解
決
や
企
業
活
動

の
改
善
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
実
践
力
を
持
っ

た
人
材
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
学
類
で
は
、
経
済
学
士
の
学
位
を
と
る
う
え
で
、

最
低
限
必
要
な
知
識
や
教
養
、
そ
れ
ら
を
駆
使
し
て

問
題
を
発
見
・
分
析
し
、
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
応

用
力
、
聞
く
・
話
す
・
書
く
（
外
国
語
も
含
む
）
を
駆

使
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
幅
広
い
職
業
観

と
働
く
こ
と
へ
の
意
欲
、
こ
れ
ら
４
つ
の
能
力
を
育
む

こ
と
で
、
問
題
解
決
に
主
体
的
に
取
り
組
め
る
能
力

と
高
い
倫
理
性
を
そ
な
え
た
経
済
人
を
育
成
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

低
迷
す
る
日
本
経
済
、
不
安
定
で
不
確
実
な
世
界

経
済
、
悪
戦
苦
闘
を
続
け
る
日
本
企
業
。
先
の
読
み

に
く
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
経
済
に
は
学
ぶ
面
白
さ
が

あ
り
ま
す
。
現
代
社
会
で
起
こ
っ
て
い
る
様
々
な
問
題

に
関
心
を
持
ち
、
そ
れ
ら
を
経
済
・
経
営
の
視
点
で
と

ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
で
の
実
践
力
を
養
っ
て
い

き
ま
す
。

 

●
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴

１
年

２
年

３
年

４
年

学
年 目　標 カリキュラム・クラス サポート体制

専門的な見地を深め
るとともに語学力を高
め、実践力を養う

データ分析力・論理的
思考力を養い、専門基
礎力を学ぶ

経済学と経済の仕組
みを理解する

経済経営のリテラシー
（基礎・基本）を学ぶ

専
門
演
習
指
導
教
員

（
学
習
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。専
門
演
習
に
所
属
し
な
い

学
生
は
別
途
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
る
教
員
が
決
定
し
ま
す
）

学
群
共
通
科
目・学
類
基
礎
科
目

（
専
門
領
域
へ
の
導
入
的・基
礎
的
教
育
を
行
い
ま
す
）

卒
業
論
文

教
養
演
習
指
導
教
員教養

演習

（
大
学
生
活
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
）

（
学
習
の
集
大
成
と
し
て

論
文
形
式
で
成
果
を

ま
と
め
ま
す
）

卒
業
論
文
演
習

Ⅰ・Ⅱ

（
卒
業
論
文
を
作
成
す
る

た
め
の
知
識
を
深
め
ま
す
）

専
攻
専
門
科
目

（
各
専
攻
の
専
門
科
目
を
学
び
ま
す
）

専
門
演
習

（
よ
り
深
く
専
門
領
域
を
学
び
ま
す
）

特
別
演
習（
専
攻
ご
と
に
開
講
さ
れ
る
特
徴
あ
る
講
義
。見
識
を
深
め
ま
す
）

外
書
購
読（
よ
り
専
門
的
な
外
国
語
の
文
献
を
購
読
し
ま
す
）

■カリキュラムとサポート体制

日
本
で
、
世
界
で

変
動
し
続
け
る

経
済
問
題
に
取
り
組
む

実
践
力
の
あ
る
人
材
を
育
成
す
る

　

経
済
経
営
学
類
で
は
、
低
学
年
時
に
経

済
人
と
し
て
必
要
な
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に

つ
け
、
学
年
を
得
る
ご
と
に
獲
得
し
た
知

識
を
も
と
に
専
門
性
を
深
め
て
い
く
と
い

う
積
み
上
げ
式
の
教
育
体
系
を
と
っ
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
興
味
・
関
心
に
沿
っ

て
授
業
が
組
み
立
て
ら
れ
る
よ
う
幅
広
い

選
択
肢
を
用
意
す
る
一
方
で
、
学
び
の
質

を
維
持
す
る
た
め
、
C
a
p
制
を
導
入
し

登
録
で
き
る
履
修
科
目
の
上
限
を
定
め
る

ほ
か
、
G
P
A
（
成
績
評
価
制
度
）
2.0
以

上
と
い
う
厳
し
い
成
績
評
価
の
基
準
を
定

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
の
学
び
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
1
年
次
に
は
教
養
演

習
の
担
当
教
員
が
、
2
年
次
以
降
は
専
門

演
習
の
指
導
教
員
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
学
習
や
生
活
な
ど
様
々
な
相
談
に
の
っ

て
く
れ
ま
す
。

取得できる資格
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●
講
義
の
特
徴

　

経
済
経
営
学
類
で
は
系
統
的
な
学
習
を

う
な
が
し
、実
社
会
で
通
用
す
る
力
を
持
っ

た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
き
め
細
や
か

な
少
人
数
教
育
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、

入
学
早
々
に
所
属
す
る
教
養
演
習
か
ら
始

ま
っ
て
、
最
後
の
総
仕
上
げ
と
な
る
卒
業

論
文
演
習
に
い
た
る
ま
で
、
一
貫
し
た
直

接
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
さ
ら

に
学
び
を
深
め
た
い
学
生
の
た
め
に
、
地

域
調
査
実
習
や
統
計
デ
ー
タ
分
析
実
習
、

海
外
調
査
実
習
と
い
っ
た
特
色
あ
る
内
容

の
講
義
が
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
語
学
力
や

情
報
処
理
技
術
を
高
め
る
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
特
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
大
学
院
の
授
業
を

受
講
で
き
る
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
コ
ー
ス
も

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

教養演習
　教養演習は、新入生を対象にする少人数クラスの科目で
あり、経済学と経営学の基礎知識、レポートの作成方法、
資料の収集と分析方法、プレゼンテーションのスキルなど
を学習することを目標としています。集団討論と自主的グ
ループ活動を重視するので仲間との団結と協調の楽しさ、
経済・経営学の面白さを味わいながら学びます。

海外調査実習
　アジアの現地に行って、「現場感覚」を研ぎ澄ましてみ
たい ！ と考える人のための実習です。学生主体でテーマや
訪問先、調査プランを立て、フィールドワークを実施して
います。昨年は13日間の日程で、インドのソーシャル・
ビジネスについて調査しました。この実習で企画力や実行
力、国際感覚を身に付けることができます。

Japan Study Program
　This course wil l  attempt to provide an 
understanding of how contemporary Japanese 
politics, economy, and diplomacy work, an 
appreciation of the major issues facing us, and an 
opportunity to explore how we can envision the 
future of Japan.

　

現
在
、
原
発
事
故
に
よ
る
汚
染
状
況
を
記
し
た
「
汚

染
マッ
プ
」
を
地
域
と
共
同
で
作
成
し
て
い
ま
す
。
農
地

の
汚
染
濃
度
は
田
ん
ぼ
一
枚
を
比
べ
て
も
数
値
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
例
え
ば
高
濃
度
の
農
地
で
と
れ
た
栽
培
物
は

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
す
る
、
中
濃
度
の
農

地
の
玄
米
は
セ
シ
ウ
ム
を
除
去
す
る
蒸
留
を
活
か
し
焼
酎

に
加
工
す
る
、
低
濃
度
の
農
地
は
セ
シ
ウ
ム
を
吸
収
し
に

く
い
農
産
物
を
栽
培
す
る
な
ど
の
対
策
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
つ
ま
り
、
汚
染
マッ
プ
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
最
適

な
流
通
方
法
、
検
査
体
制
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
す
る
場
合
の
損

害
コ
ス
ト
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
す
。

　

震
災
後
、
地
域
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
が
崩
壊
し
た
と
言
わ

れ
ま
す
が
「
何
が
失
わ
れ
た
の
か
」
を
明
確
に
し
、
地
域

と
経
済
、
生
活
、
産
業
、
雇
用
を
ト
ー
タ
ル
で
再
生
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
学
生
に
も
事
業
を

通
し
て
、今
、

本
当
に
求
め

ら
れ
る
対
策

を
学
ん
で
ほ

し
い
と
思
い

ま
す
。

「汚染マップ」を活かして安全を確立し、
経済や地域を再生させるための一助に。

研 究
紹 介

経済経営学類　農業及び地域経済研究 
小山 良太准教授
東京都出身、北海道大学卒。2006 年から南会津町伊南の 6
次産業化に取り組み、産直屋台「いなGO」を開催。さらに
地産地消や付加価値生産を通じて地域づくりを目指す「福大
まちづくり株式会社 Marche' F」を設立。震災後は農業の安
全検査体制を実施する「復興マルシェ」を開催。
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共
生
シ
ス
テ
ム
理
工
学
類
と
は

Overview of the Faculty

　

地
球
環
境
の
保
全
や
身
体
障
が
い

者
の
機
能
支
援
な
ど
、
現
在
の
科
学

技
術
が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
解
決

す
る
に
は
、
従
来
の
よ
う
に
単
一
学

科
で
学
ぶ
知
識
や
技
術
だ
け
で
は
対

応
で
き
ま
せ
ん
。
共
生
シ
ス
テ
ム
理

工
学
類
で
は
、文
理
融
合
の
観
点
か
ら

「
人
│
産
業
│
環
境
の
共
生
」
を
テ
ー

マ
に
三
専
攻
体
制
で
教
育
・
研
究
を

展
開
し
て
い
ま
す
。「
人
間
支
援
シ
ス

テ
ム
専
攻
」
で
は
、
情
報
工
学
や
電

子
工
学
を
活
用
し
て
、
人
間
の
感
覚

機
能
や
運
動
機
能
に
関
す
る
支
援
シ

ス
テ
ム
の
開
発
を
目
指
し
ま
す
。「
産

業
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
」
で
は
、
大

量
生
産
・
大
量
消
費
で
は
な
く
、
省

資
源
・
持
続
可
能
な
循
環
型
産
業
シ

ス
テ
ム
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
「
環
境
シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専

攻
」
で
は
、
人
間
の
生
活
や
社
会
活

動
が
環
境
に
与
え
る
影
響
を
調
査
分

析
し
、
自
然
界
の
シ
ス
テ
ム
を
め
ぐ
る

様
々
な
環
境
問
題
の
解
決
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。「
科
学
技
術
を
幅
広
く

学
び
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み

た
い
」
学
生
に
最
適
で
す
。

 

●
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴

１
年

２
年

３
年

４
年

学
年 目　標 カリキュラム・クラス 指導体制

専
攻
実
践
科
目

（
各
専
攻
を
実
践
的
に
学
び
ま
す
）

研究室の指導教員の
助言・サポートのもと
で各自の研究テーマ
を設定し、４年間の学
びの集大成として「卒
業研究」に取り組みま
す。

各自の専門分野や志
す職業分野に応じて、
より踏み込んだ学びを
展開し、専門的な知識
を修得していきます。３
年次後期から「研究室」
に所属し、知識・技能を
深化させます。

１年次の学習で育んだ
各自の興味に応じて、
２年次進級時に「専攻」
を選択します。所属す
る専攻の授業科目の
履修を通して、広い視
野を養いつつ、自分の
めざす専門分野をより
明確にしていきます。

数学・物理・化学など理
工系の基礎知識を学
びつつ、同時に共生の
科学をはじめとする本
学独自科目の履修を
通して、文理融合の精
神、それぞれの専攻分
野の概要・探究の進め
方などを学びます。

卒
業
研
究
指
導
教
員

（
ゼ
ミ
形
式
の
卒
業
研
究
の
指
導
）

グ
ル
ー
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
生
活
と
修
学
の
指
導
）

〈人間支援システム〉
〈産業システム工学〉

〈環境システムマネジメント〉

専
攻
専
門
科
目（
各
専
攻
の
専
門
科
目
を
学
び
ま
す
）学

類
基
礎
科
目・学
群
共
通
科
目

（
学
類
の
基
礎
を
学
び
ま
す
）

（
各
専
攻
を
実
践
的
に
学
び
ま
す
）

専
攻
基
礎
科
目

（
各
専
攻
の
基
礎
を
学
び
ま
す
）

専
攻
基
礎
科
目

専
攻
実
践
科
目

専
攻
専
門
科
目

演
習・卒
業
研
究

（
選
択
し
た
テ
ー
マ
を
追
求
し
論
文
に
ま
と
め

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
）

文
理
融
合
科
目

（
経
営
マ
イ
ン
ド
、環
境
マ
イ
ン
ド
を
理
解
す
る
た
め
の
科
目
で
す
）

■カリキュラムとサポート体制

科
学
技
術
を
幅
広
く
学
び
、

21
世
紀
に
生
じ
る
様
々
な
問
題
を

新
し
い
手
法
で
解
決
で
き
る

人
を
育
て
る

　

共
生
シ
ス
テ
ム
理
工
学
類
は
、「
基
礎
・

基
本
を
重
視
し
、
自
ら
問
題
を
設
定
し
、

問
題
解
決
で
き
る
教
育
」、「
視
野
の
広
い

人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
文
理
融
合
型
教

育
」、「
国
際
貢
献
で
き
る
国
際
性
を
身
に

つ
け
た
教
育
」、「
実
践
力
を
身
に
つ
け
る

実
践
型
教
育
」
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
具
体
化
の
た
め
に
、「
専
門

領
域
」
を
「
基
礎
科
目
」、「
専
攻
専
門
科

目
（
講
義
科
目
＋
文
理
融
合
科
目
）」、「
自

由
選
択
科
目
」、「
演
習
」、「
卒
業
研
究
」

の
５
領
域
に
区
分
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に

基
礎
単
位
を
必
修
化
す
る
と
同
時
に
、
選

択
科
目
を
可
能
な
限
り
拡
大
し
、
き
め

細
や
か
な
修
学
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
学
生
の
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
ま
す
。

教員免許状
●中学校教諭一種免許状（理科 /技術 /数学※）
●高等学校教諭一種免許状（理科 /工業 /情報）
※他学類で開講されている授業科目の単位を修得することにより取得できる免許状

　主に共生システム理工学類で開講されている授業科目の単位を修得することにより、下記の資
格を受験し合格した場合に 1回分の受験費用の全額の補助を行う制度があります。

●情報処理技術者試験　●実用英語技能検定　●TOEIC®　● TOFEL®

取得できる資格

各種資格試験受験の補助制度
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●
専
門
教
育
の
履
修

　

共
生
シ
ス
テ
ム
理
工
学
類
の
専
門
領
域
で
は
、
人
理
解
、
産
業
、
環
境
科
学
に
関
す
る
導

入
的・基
礎
的
内
容
を
習
得
し
て
も
ら
う
た
め
の
「
学
群
共
通
科
目
」・「
学
類
基
礎
科
目
」・「
専

攻
基
礎
科
目
」
と
、
学
士
レ
ベ
ル
で
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
の
専
門
性
を
身
に
付
け
る
た

め
の
「
専
攻
実
践
科
目
」・「
専
攻
専
門
科
目
」
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
学
類
の

専
門
領
域
科
目
も
含
め
て
専
門
教
育
レ
ベ
ル
で
の
文
理
融
合
型
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
編
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

共生の科学（1年次）
　この講義では、高校時代の知識を受験技術から「共
生システム科学」創出に役立つものに転換・発展さ
せることを目指しています。具体的には、数学・物理
等の基礎概念を確認し、近代科学の意義について理
解を深めます。

地球環境科学実験（2年次）
　写真は吾妻小富士で火山地形や噴気の観察をして
いるところです。野外での観察や観測を通して自然を
理解することを重視しており、地域の地質、盆地また
は平野の地下地質、大気運動の観測と物質拡散に関
する事象について学びます。

産業システム工学実験（2年次）
　「産業システム工学実験」では、「磁性材料入りゴ
ムの作製」、「組立システムの設計」、「プラスチックの
合成」、「新製品開発・商品企画・マーケティング」と
いう４テーマを取り上げ、実験・実習を行います。

CAD/CAM演習（3年次）
　自らのアイデアを製品としての形にするためには
いろいろな条件を満足するように工夫して設計をしま
す。この講義では、設計、製図、製作をするための
方法について理解して、実際にコンピュータや工作機
械を使って実習を行います。

“場所”を計画・デザインする
　

私
の
専
門
は
、
都
市
計
画
・
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
都
市
計
画
・
ま
ち
づ

く
り
の
原
点
は
、一
人
ひ
と
り
の
生
活
者
が
少
し
で
も
豊
か
に
生
き
て
い

か
れ
る
よ
う
に
、
見
通
せ
る
だ
け
の
時
間
軸
を
持
って
、〝
場
所
〞
を
計
画・

デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
都
市
計
画
制
度
、
特
に
土

地
利
用
計
画
制
度
に
関
す
る
研
究
を
軸

に
し
て
、
都
市
・
地
域
再
生
、
中
心
市
街

地
活
性
化
、都
市
計
画
訴
訟
、計
画
理
論
、

ア
メ
リ
カ
都
市
計
画
な
ど
を
研
究
し
て
き

ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
後
に
は
、
除

染
や
観
光
な
ど
に
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

あ
れ
も
こ
れ
も
と
いっ
た
具
合
に
研
究

テ
ー
マ
が
拡
散
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
本
来
、
都
市
計
画
・
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
都
市
や
農
山
漁
村
そ

の
も
の
、
あ
る
い
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
総
体
を
対
象
と
す
べ
き
研
究
分

野
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
多
少
無
理
っ
ぽ
い
こ
と
で
は
あ
って
も
、
必
要
で

あ
れ
ば
、
ど
ん
な
テ
ー
マ
に
も
ど
ん
ど
ん
踏
み
込
ん
で
挑
戦
し
続
け
る
、
そ

ん
な
気
概
だ
け
は
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

福
島
で
は
、
放
射
能
汚
染
に
よ
って
、
多
く
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
家

を
奪
わ
れ
、
ま
た
、
多
く
の
場
所
が
深
刻
な
物
理
的
・
想
像
的
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
福
島
の
復
興
に
向
け
て
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
進
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
本
当
に
福
島
が
復
興
す

る
た
め
に
は
、
政
府
や
行
政
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
の
住
民
が
自
分
た
ち
の
ビ
ジ
ョン
を

も
って
自
分
た
ち
で
復
興
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

研 究
紹 介

環境システムマネジメント専攻　都市計画研究室
川﨑 興太 准教授
1993 年 信州大学教育学部中学英語学科卒業。1995 年 信州
大学大学院教育研究科修士課程学校教育専攻修了。2008 年 
筑波大学大学院システム情報工学研究科博士号取得（工学博
士）。1995 年から 2010 年まで都市計画コンサルタントとし
て全国各地の都市計画・まちづくりに関する調査・計画・事
業をコンサルティング。2010年 10月から現職。

2012年  再生可能エネルギー先進国・ドイツを視察

◆
学
類
基
礎
科
目

　

学
類
基
礎
科
目
Ａ　

物
理
学
Ⅰ
（
力
学
）、
化
学
Ⅰ
（
基
礎
化
学
）、
基
礎
実
験

　

学
類
基
礎
科
目
Ｂ　

基
礎
数
学
、
※
解
析
学
Ⅰ

　

学
類
基
礎
科
目
Ｃ　

幾
何
学
基
礎
、
線
形
代
数
学

　

学
類
基
礎
科
目
Ｄ　

地
球
科
学
、
生
物
学
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
基
礎

　

学
類
基
礎
科
目
Ｅ　
※
解
析
学
Ⅱ
、確
率
統
計
学
、物
理
学
Ⅱ
（
電
磁
気
学
）、物
理
学
Ⅲ
（
熱
力
学
）、化
学
Ⅱ
（
物
理
化
学
）

※
人
間
発
達
文
化
学
類
と
の
共
通
開
講

◆
学
群
共
通
科
目

　

共
生
の
科
学
／
人
間
支
援
シ
ス
テ
ム
概
論
／
産
業
シ
ス
テ
ム
概
論
／
環
境
シ
ス
テ
ム
概
論

265



266



267



268



269



270



271



272



273




